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【 西 当 別 小 学 校 】 

令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，国語・算数の調査結果 

本校児童は 今回出題された学習内容に関しては・・・ 

教  科 全道平均との比較 全国平均との比較 
国 語 相当高い 相当高い 
算 数 相当高い 高い 

 

２，全体的なおおよその傾向 

 

★全道・全国の平均正答率と比較すると、国語、算数ともに上回っています。 

★全国の「正答数の少ない層」の範囲に含まれる児童の割合が、相当少ないことが本校の特徴と

して挙げることができます。このことは、ここ数年の結果でも同様で、全道・全国の平均正答率

を上回る要因となっています。 

 

 

国 語 

 

１，内容の様子・特徴的な設問 

 
＜学習指導要領 内容の様子＞ 

学習指導要領の内容 全道平均との比較 全国平均との比較 
言葉の特徴や使い方に関する事項 高い 高い 
話 す こ と ・ 聞 く こ と 相当高い 相当高い 
書 く こ と 相当高い 相当高い 
読 む こ と 高い 高い 

 

 令和３年度「全国学力・学習状況調査」について、本校の結果分析がまと

まりましたのでお知らせいたします。児童が取り組んだ、国語、算数、そし

て、学習等に関する児童質問紙について、全道、全国との比較しながらの分

析となっています。 

なお、この結果については、本校の６年生を対象に国語、算数の２教科の

みの実施であることから、必ずしも本校全体の教育活動の結果を表すもので

ないことを申し添えます。 
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＜今回の調査における特徴的な問題＞（○は成果のあった問題 ●は課題のあった問題） 

○ すべての設問で、全国の平均正答率を上回っていました。 

 

○●全部で3問あった記述問題では、問題にある条件をクリアできていない子も若干おり、正答率 

が5割を下回る問題もありましたが、3問とも全国の平均正答率を上回っていました。無答数 

も少なく、全国値を下回っていました。 

 

【記述問題では、こんな問題が出されました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【正答例】しかし、遊具置き場のそうじは、かたづけで時間が足りなくなり、はきそうじや 

ふきそうじに手が回らなくなることがあるそうです。たん当の人だけに任せると 

大変なので、わたしは、使った人がかたづけるべきだと思います。（１００字） 

 

 

○ 漢字の問題では、「転がって」、「原因」については、８割以上の子が正しく書けていました。

「積む」については６割強の正答率でした。「転がって」と「積む」は全国の平均正答率を大 

きく上回っていました。 

 

● 文法の問題では、文の中にある主語と述語の関係は正しくとらえられている子が多かったのです

が、修飾と被修飾との関係を正しくとらえていない子が多かったです。全国平均正答率は上回っ

てはいますが、選択式の問題でありながら、正答率は５割を下回っていました。  

 

【こんな問題でした】   次頁へ 
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   【正答】  ア～転がって   ウ～積み   エ～原因   イ～３   オ～３ 

 

 

２，国語 改善の方向 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・漢字の読み書きの指導の徹底することと実際の場面で活用することを意識して指導していきま 

 す。 

・文の中における主語と述語、修飾語と被修飾語との関係などに注意して、主語と述語、修 

飾語と被修飾語を正しく照応させて文を読んだり書いたりできるよう意識して指導してい 

きます。 

・物語文や説明文の叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめることができるように指 

 導していきます。 
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算 数 

 

１，領域の様子・特徴的な設問 

 
＜学習指導要領の領域の様子＞ 

学習指導要領の領域 全道平均との比較 全国平均との比較 
数 と 計 算 相当高い 相当高い 
図 形 相当高い やや高い 
測 定 高い やや高い 
変 化 と 関 係 相当高い やや高い 
デ ー タ の 活 用 高い 高い 

 
＜今回の調査における特徴的な問題＞（○は成果のあった問題 ●は課題のあった問題） 

○ 多くの設問で、全国の平均正答率を上回っていました。 

 

○ 全部で４問あった記述問題では、必要な数値を選び、適切な言葉を使って記述できる子が多く、 

４問中３問で全国の平均正答率を上回っていました。 

 

【記述問題では、こんな問題が出されました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

                          

                          

 

 

 

 

 

【正答例】 

30ｍを１としたとき、0.1にあたる長さは

３ｍです。 

12ｍは、３ｍの４つ分になるので、30ｍを

１としたとき 0.4にあたります。 
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● 直角三角形を２つ組み合わせてできる２種類の図形の面積について、量の保存性や量の加法性を

もとに捉え、比べることができず正しい選択肢を選べていない子が多くみられ、全国の平均正答

率を下回りました。 

                                           

【こんな問題でした】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           【正答】 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

○ データを二次元の表に分類整理することができる子が多く、全国の平均正答率を大きく上回っ 

ていました。 

 

【こんな問題でした】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          【正答】 ②  
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２，算数 改善の方向 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

児童質問紙（学習状況調査） 
 

１，学習に対する関心意欲について 

＜今回の調査における特徴的な面＞ 

 

◎ いくつかの設問項目から、学習に粘り強く最後まで取り組む姿勢が見られました。 

 ◎ 友達の前で自分の考えや意見を発表したり友だちと話し合ったりする活動を通して、自分の考えを深めたり 

広げたりしようと意識している子の割合が高かったです。 

 ◎ ノートに学んだ足跡を振り返ることができるようにと意識している子が多かったです。 

 

＜今回の調査でわかったことと改善の方向＞ 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

２，家庭学習について 

＜今回の調査における特徴的な面＞ 

 

◎ 家で、自分で計画を立てて学習している子が多いです。 

◎ 学校の宿題・予習・復習にきちんと取り組んでいる子が多いです。 

 ◎ 家庭での読書環境がよいことがわかりました。 

 

＜今回の調査でわかったことと改善の方向＞ 
 

 
 

 

 
 

 

・学習に対する興味関心を更に高めるような授業の質の向上と、苦手意識のある子どもたちに対

するきめ細かい「個に応じた指導」を今後も継続していきます。 
・言語活動の充実を図り、今年度同様、自分の考えを説明したり表現したりする方法を示し、学習

の機会も保障していきます。 
・作文指導・ノート指導等の取り組みにより、自分の考えを書き表すことへの苦手感が減り、ある

程度以上の長さの文章を書けるようになってきていますので、引き続き工夫して取り組んでい

きます。 

 

  

・家庭学習の取り組みがしっかりと習慣化されていることがうかがえます。今後も、授業での充

実感を家庭での計画的な学習に結び付けて行くことに力を入れて行きます。 
・学校で発行している「家庭学習のてびき」等を活用し、家庭において、予習・復習等にも自主的
に取り組む姿勢を持てるようさらに指導の工夫を加えていきます。 

 

 

・基本的な四則計算や公式を用いた計算の仕方は定着していますので、今後もドリルタイム等の 

時間を活用しながらより一層の定着を図っていきます。 

・言葉や、数、式、図、グラフ等を用い、さらに、算数的用語を正しく使いながら、筋道を立て 

て説明したり論理的に考えたりして、自ら納得したり友達を説得したりする言語活動の場の充 

実を図ります。 
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３，その他について 

＜今回の調査における特徴的な面＞ 

 

 ◎ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う子が多かったです。 

 ▲ じぶんには、よいところがあると考える子の割合が全国値と比較すると少なかったです。 

 

＜今回の調査でわかったことと改善の方向＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

まとめ 
 

  

★今回の調査だけで全ての児童や一人ひとりのことを判断することはできませんが、本校では，こ 

 れまでのデータも加えながら、今後の指導に役立てて行きたいと考えています。 

★今回の調査で明らかになったことについては，次のように取り組みます。 

① 子どもたちの傾向の分析結果について職員間で交流し、学校全体で授業改善の意識を高めます。 

② 基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれらを活用し、思考力・判断力・表現力を育成すること 

を今後も継続的に取り組んでいきます。 

③ 規範意識の醸成に力を入れるべく、大人も子どももルール・マナーを意識した学校生活を心掛け 

ていきます。 

④ これからも児童がのびのびと取り組んでいける教育環境の整備・充実を一層図っていきます。 

 ★今後もさらに児童一人ひとりの力を伸ばしていくよう努力して参ります。ご家庭でも、睡眠時間、 

  運動時間、テレビやゲームの時間などについて、適切な目安を設定し、より一層、子どもたちの 

  学習習慣・生活習慣が確立できるよう、ご協力をお願いします。 

 ★本校の教育活動へのさらなるご理解とご協力をお願いいたします。 

 

次年度の全国学力・学習状況調査の日程 
 
◆令和 4年 ４月１９日（火） 実施予定  

 新６年生が 国語 算数 理科 児童質問紙に取り組みます。 

  

・子どもたちの規範意識も高いことが回答から伺われます。これからも、子どもたちの規範 

 意識を高めるため，決まりを守って生活していくための確認事項や、大人も子どもも「ルー 

 ルを守ることの大切さ」を意識していく等の工夫をしていきます。 

・自己有用感にかかわる質問の値が若干低いものとなりました。コロナ禍で「お世話をして喜ば

れた」「役に立ててよかった」と感じられる活動に思うように取り組めなかったことが要因と

考えられます。 
・学校では、今後も地域や社会とのさらなる連携を図り、地域の活力を学校教育の場に生か 

 していけるよう取り 組んでいきます。  

 


